
ミ
ツ

ミ
ヅ
ノ
カ
ン
ベ
Z

水
野
勘
兵
衛
次
郎
左
衛
門

の
子
。
大
坂
蒋
役
に
従
う
て
首
一
を
得
、
線
千
.
石
に

歪
っ
た
が
、
前
問
党
高
逝
去
の
際
痢
死
せ
ざ
る
を
以

て
世
瀞
宜
し
く
な
か
っ
た
。
勘
兵
衛
他
凶
に
往
く
と

も
千
石
の
践
は
取
り
衆
ね
ま
じ
く
、
若
し
取
り
得
な

い
な
ら
ば
龍
締
り
切
腹
し
よ
う
と
申
残
し
て
限
を
申

上
げ
た
が
、
何
れ
に
も
召
抱
へ
る
も
の
が
な
か
っ
た

の
で
、
質
問
寺
に
束
。
切
院
を
詮
げ
た
。
子
学
右
衛

門
亦
光
高
に
仕
へ
て
三
百
五
十
石
を
受
け
、
そ
の
孫

次
郎
左
衛
門
は
自
殺
絶
炊
し
た
が
、
次
郎
左
衛
門
の

揚
治
右
衛
門
の
祭
は
永
続
し
た
。

ミ
ヅ
ノ
ゲ
ン
ジ
水
野
源
次

ミ
ヅ
ナ
シ
ヤ
マ
水
無
山
江
沼
郡
山
中
樋
泉
地

に
接
す
る
丘
陵
で
、
山
中
・
日
J

谷
二
領
に
跨
る
。
山

腹
に
鴎
王
寺
が
あ
り
、
遠
望
絶
佳
で
あ
る
。
水
無
暗

猿
『
よ
も
す
が
ら
ま
し
ら
な
く
な
り
水
な
し
の
峰
の

正
木
の
梢
し
た
ひ
て
大
蔵
伺
滋
』
。
こ
の
附
近
ま
で

猿
狼
の
居
た
こ
と
が
・
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

ミ
ツ
ネ
三
つ
ね
掘
袈
水
が
明
和
八
年
に
刊
行

し
た
春
興
集
で
、
去
年
の
春
磯
夜
に
次
ぐ
も
の
で
あ

る
。
外
題
を
三
つ
ね
と
し
て
、
そ
の
下
に
『
辛
卯
春

興
、
加
賀
金
制
仰
』
と
制
駐
を
施
し
て
あ
る
0
.石
議
散

人
の
践
が
あ
り
、
板
元
は
記
し
て
な
い
。

ミ
ヅ
ノ
ウ
ヂ
リ
ヨ
ウ
水
野
氏
領
能
管
に
は
水

野
民
の
領
邑
の
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
印
ち
元
総
十

一
年
五
周
三
十
日
(
十
一
周
と
す
る
は
非
〉
務
附
領
の

内
四
十
六
ヶ
村
浪
商
一
高
石
に
、
部
制
後
嗣
山
侯
水

野
美
作
守
勝
度
の
族
水
野
政
府
向
勝
投
を
封
じ
た
の
で

あ
る
が
、
間
十
三
年
十
一
周
勝
長
は
下
総
結
城
に
縛

封
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
笛
領
は
再
び
務
附
に
節
し
た
o

J
バ
タ
フ
リ
ヨ
ウ
幕
府
領
。

εヅ
ノ
ウ
へ
水
上
鳳
京
都
宮
古
川
樹
の
内
の
小

字
。

初
代
源
次
簡
は
好

八

策
。
も
と
大
坂
の
入
。
後
藤
顕
莱
に
感
ん
で
白
銀
師
一
明
治
二
十
八
年
に
裂
し
た
。
殺
録
に
、
水
，
手
門
の
傍
に
利
長
の
居
仰
が
あ
っ
た

を
取
と
し
、
鹿
長
中
前
回
利
長
に
来
仕
し
、
鹿
安
二
一

εヅ
ノ
ゴ
Z

モ
ン
水
野
草
右
衛
門
前
田
利
家
一
と
記
し
て
ゐ
る
の
は
事
質
ら
し
く
な
い
。

年
夜
し
た
。
二
代
源
次
、
突
の
残
後
白
銀
師
裁
許
を
一
に
仕
へ
て
二
百
俵
を
受
け
た
。
子
孫
藩
に
世
襲
す
る
。
一
ミ
ヅ
ノ
ナ
日
キ
ヨ
水
野
生
清
夫
保
十
一
年
金

命
ぜ
ら
れ
、
寛
文
七
年
夜
。
一
一
一
代
源
次
は
元
職
六
年
一
ミ
ヅ
ノ
サ
ト
ナ
日
水
野
里
成
遺
構
内
匠
。
突
一
擦
に
生
ま
る
。
明
治
維
新
の
後
務
の
士
宮
と
な
っ
て

授
。
四
代
源
次
は
事
保
四
年
夜
。
王
代
源
次
は
箆
随
一
は
内
匠
可
成
。
大
理
寺
務
分
封
の
際
、
里
成
千
五
百
一
島
田
一
良
と
交
っ
た
。
五
年
石
川
賑
溜
卒
什
長
に
任

元
年
夜
。
六
代
源
次
は
質
勝
三
年
夜
し
た
が
、
子
な
一
石
を
以
て
之
に
随
ひ
、
承
腿
二
年
叉
金
揮
に
還
さ
れ
、
一
じ
、
入
年
十
五
等
出
仕
響
察
掛
に
勝
じ
、
九
年
七
且

〈
、
弟
を
養
う
て
七
代
源
次
た
ら
し
め
た
o
安

永

七

一

線

二

千

石

に

及

ん

だ

。

一

密

部

に

准

み

、

十

一

年

前

そ

の

磁

に

在

っ

た

が

、

一

年
本
統
絶
え
、
九
年
採
次
元
房
入
。
て
嗣
い
だ
。
元
一
ミ
ヅ
ノ
ジ
ロ
ザ
Z

モ
ン
水
野
次
郎
左
衛
門
水
一
良
が
参
議
大
久
保
利
謡
を
暗
殺
す
る
の
鰐
諜
に
加

房
は
翰
師
九
政
の
次
子
で
、
初
め
源
六
光
政
に
授
を
一
野
内
匠
の
弟
。
一
に
次
郎
右
衛
門
に
作
る
も
の
は
一
・
り
、
そ
の
上
京
の
資
を
絵
し
、
家
族
の
保
殺
に
斡
旋

感
び
、
叉
京
都
に
行
き
後
藤
束
来
の
門
に
入
り
、
金
一
非
で
あ
る
。
前
回
利
長
に
仕
へ
て
千
石
を
賜
は
っ
た
一
し
、
叉
轡
祭
の
轡
戒
搬
を
加
ふ
る
に
及
び
、
協
爪
武

禄
に
邸
っ
て
水
野
氏
に
養
は
れ
た
の
で
あ
る
o
後
加
一
が
、
器
調
喧
嘩
の
時
に
立
退
き
、
慶
長
十
九
年
再
仕
一
を
介
し
て
一
良
に
注
意
を
奥
へ
ん
と
し
た
。
之
を
以

賀
滞
の
御
細
工
者
に
擦
で
ら
れ
、
天
保
三
年
夜
し
一
し
て
先
知
を
賜
は
り
、
大
坂
再
役
に
は
惣
構
内
で
首
一
て
終
身
禁
獄
の
刑
に
磁
せ
ら
れ
、
十
二
年
石
川
島
監

た
。
子
源
次
克
弘
亦
御
細
工
者
に
列
し
、
嘉
永
五
年
一
一
つ
を
得
た
。
こ
の
次
郎
左
衛
門
の
子
は
別
項
の
勘
一
獄
に
病
裂
し
た
。
享
年
四
十
。

夜

。

そ

の

長

子

は

早

慨

し

た

の

で

、

.

次

子

源

次

克

正

一

兵

衛

で

あ

る

。

一

εヅ
ノ
ハ
ン
ノ
ジ
ヨ
ウ
水
野
牟
丞
勝
二
百
.h

織
を
受
け
、
元
治
元
年
残
し
た
。
克
正
の
子
は
源
次
一
ミ
ヅ
ノ
タ
ク
Z

モ
ン
水
野
宅
右
衛
門
事
保
十
一
を
受
け
、
大
小
勝
組
に
班
し
た
。
卒
保
十
一
日
中
授
。

克
則
で
、
腹
滞
の
際
識
を
止
め
た
。
一
一
年
御
歩
小
頭
新
知
百
石
に
任
じ
、
十
五
年
前
田
章
一
子
孫
相
縫
い
で
務
に
仕
へ
る
。

ミ
ヅ
ノ
ゲ
ン
ベ
エ
水
野
源
兵
衛
初
各
紋
兵
衛
。
一
照
の
御
抱
守
と
な
っ
て
組
外
に
列
し
、
後
三
十
石
を
一
ミ
ヅ
ノ
ヒ
ロ
ト
号
水
野
寛
友
辺
都
徳
三
郎
。

佐
々
成
政
に
仕
へ
、
後
前
悶
利
長
に
仕
へ
て
千
石
を
一
加
ヘ
、
寛
保
三
年
瞭
隠
御
前
御
用
人
並
に
鴎
じ
、
寛
一
馬
廻
組
の
士
嶺
新
兵
衛
の
三
子
で
、
組
外
水
野
前
太

受
け
た
が
、
天
正
十
八
年
三
月
八
王
子
城
攻
醗
に
出
一
延
元
年
六
十
践
を
以
て
授
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に
仕
一
夫
の
蓑
嗣
子
と
な
っ
た
。
天
資
卓
率
、
男
筑
才
幹
あ

附

し

て

奮

戦

討

死

し

た

o

子

平

左

衛

門

の

時

、

氏

を

一

へ

る

o

一

。

、

少

よ

り

南

部

虎

之

助

の

門

に

入

っ

て

武

術

を

線

稲
葉
と
改
め
、
後
商
世
々
務
に
仕
へ
る
o

一

εヅ
ノ
タ
ケ
マ
ザ
水
野
武
雅
遺
構
平
三
郎
・
一
隠
し
、
二
十
畿
の
時
御
お
用
拐
の
定
に
管
用
せ
ら
れ
、

ミ
ヅ
ノ
ゲ
ン
ロ
ク
水
野
源
六
初
代
源
六
好
房
一
半
太
夫
。
亭
保
十
三
年
矢
津
太
夫
の
也
知
百
五
十
石
一
文
久
・
元
治
の
頃
庇
滞
侯
に
従
う
て
上
治
し
た
。
明

は
源
次
好
祭
の
二
子
。
寛
永
中
矢
と
共
に
金
探
に
来
一
を
製
ま
、
定
番
馬
廻
に
班
し
、
質
勝
六
年
出
銀
受
錦
一
治
元
年
北
越
の
職
に
一
際
を
率
ゐ
て
勝
戦
し
、
六
月

り
て
白
銀
輪
と
な
り
、
貞
享
四
年
に
残
し
た
。
ご
代
一
奉
行
に
任
じ
、
次
い
で
三
十
石
を
増
し
た
。
一
二
十
四
日
久
田
村
の
爺
が
山
に
陣
し
た
時
敵
の
襲
蛾

源
六
照
審
そ
の
後
を
受
け
、
元
文
一
一
年
夜
。
三
代
諒
一

ξ
ヅ
ノ
ツ
ネ
ア
リ
水
野
常
有
大
型
寺
務
士
。
一
を
受
け
て
残
。
享
年
一
一
一
十
八
。

六
多
光
は
良
工
と
癖
せ
ら
る
与
も
の
で
、
賀
商
十
年
一
週
橋
勝
左
衛
門
、
隠
居
の
後
春
江
と
い
ひ
、
東
綴
と
一

εヅ
ノ
マ
水
ノ
澗

m
羽
咋
郡
扇
捕
の
内
の
小
字
。

夜
。
四
代
源
六
光
政
は
多
光
の
門
よ
り
出
で
L
嗣
と
一
蹴
し
た
。
近
習
役
・
捌
揚
奉
行
・
大
目
付
・
大
筒
頭
等
に
一
邑
名
は
そ
の
前
面
の
穏
を
水
J

絢
と
呼
ぶ
に
凶
る
。

な
り
、
そ
の
授
精
妙
、
寛
政
十
二
年
残
し
た
。
光
政
亦
一
任
ぜ
ら
れ
、
叉
鎗
を
小
原
文
英
に
皐
ん
で
之
を
能
く
一

εヅ
ノ
マ
イ
シ
水
ノ
澗
右
羽
咋
郁
縞
揃
小
字

子
な
く
、
門
人
の
子
多
四
郎
そ
の
後
を
受
け
て
源
六
一
し
た
。
明
治
コ
一
十
ご
年
六
周
入
十
四
践
を
以
て
夜
。
一
水
の
澗
か
ら
産
す
る
石
材
。
卸
石
安
山
岩
で
、
輸
黒

光
盆
と
窮
し
た
o
光
盆
文
化
十
三
年
夜
し
、
養
子
諒
一
ミ
ヅ
ノ
テ
モ
ン
水
J

手

門

金

禄

城

鶴
J

丸
か
一
色
石
基
中
に
藤
紋
の
白
色
斜
長
石
及
び
黒
色
蹄
石
を

六
光
則
六
代
と
な
り
、
天
保
九
年
残
し
た
。
七
代
諒
一
ら
、
東
，
丸
の
石
垣
下
な
る
百
聞
掘
の
縁
に
出
る
佳
一
散
在
せ
し
め
る
も
の
。
質
は
極
め
て
翻
憶
で
あ
る
。

六
光
和
も
亦
養
子
で
、
安
政
ご
年
白
銀
破
線
取
と
な
一
衆
の
小
円
で
あ
る
。
門
外
に
お
ち
ょ
ぼ
が
弁
の
あ
る
一
ミ
ヅ
ノ
ミ
水
飲

J
ア
タ
マ
フ

P
顕
録
。

り
、
鹿
臨
こ
年
波
し
、
そ
の
養
子
八
代
源
六
光
春
は
一
に
よ
っ
て
、
そ
れ
へ
逝
ふ
門
の
怠
で
あ
ら
う
。
岡
見
一
ミ
ヅ
ノ
ミ
ハ
ル
水
野
三
春
期
羽
咋
郡
紳
代
な
る

.圃・・・

九


